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水田基盤整備における土壌肥料上の問題点とその対策

渡 辺 和 夫・ 大 竹 俊 博

(山 形県農 詢

1.ま え が き

水日の基盤整備による生産力の推移は,整備前の土壌

型,土地条件,工法等によって異なるが,土壌の移動,

攪乱によって惹起される■l■の変化は,水稲栽培に極め

て大きな影響をおよぼしている。

全般的にみれば,整備前の水日に比較して生産力の低

下する例が多く,中でも大巾な切盛工事によって出現す

る藩薄な切上がそのまま作土となった場合,その生産力

を整備前の水準まで回復,あるいはさらに拡大すること

は困難となってくる。

切土,盛土間には大巾な地力差が生れるが,一般にグ

ライ系の上壌では切盛の地力差ヵ縫 年的に」ヽさくなりや

すく,酸化型の上壌では縮少しにくいil■向が見られる。

表 試験ほ場の土壌理化学性 (第 1層について)

第 表 作付中のEEE理化学性の経年推移 (N試験地)

このことは,整備跡地のN H4~N生成量からも推測で

きるが,気象的条件によって変動する場合も見受けられ

る。切上部において,生産力の回復,拡 大が困難なの

は,上壌中のNあるいは燐酸の含有量が少ないことにも

よるが,作付中の Ehが高 く経過するためにNや燐酸の

供給がさらに劣ることも大きな要因と考えられる (し か

し, Ehの切盛差については経年的に小 さくなること

が認められるヽこのように,水稲栽培上,不利な条件下

にある切上部の生産力拡大を日的としたいくつかの試験

を行なったので,その概略について報告する。
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第 3表  施    肥    法
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天童市である。試験地上壌の理化学性については第 1表   試験地に共通するものである。

に示すとおり,一般に切土は風乾上インキュベートで生     2 試験設計
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深耕を行なった結果第 5表のとおり,深耕区の生育は特

に後半においてまさり,穂数増となり,標準対比 112の

収量となった。

2 緩効性肥料試験

切上部は作±10。π以下砂礫層となり保肥力も小さいの

で,緩効性肥料 (GU)により肥効の持続化をはかった

が,生育中の上壊 N H4-Nを みると,第 2図②の如 く,

緩効区は標準区にくらべて 6月 中に少なく経過し, 7月

6日 でわずかに逆転している。これは観察とも一致して

おり,肥効の持続化を示すものと考えられた。なお,生

育と穂数は同じであるが,穂長は長く,有効茎歩合も高

く,第 4表の結果となった。

3 牧草鋤込試験

D試験地は粘性が極めて大で,物理性,透水性不良で

あり,また,有機物にも乏しいので,作土化促進のため

に牧草鋤込みを行なったものであるが,生育は草丈,茎

耕 試 験 生 育 調 査

数とも終始牧草鋤込区が
'さ

った。作付中の土壌の拘溶

P206については第 2図③の如く,標準区は活着時 6塑

で極端に少なく, 6月 末で11", 7月 6日 で16唸であっ

たが,牧草鋤込区は施用燐酸量 8た,で同量にもかかわら

ず. Eh(第 1図③)も やや低く経過したためか,標準

区より楠溶 P206量が多く推移した。 また,N H4-N
についても同じ傾向が認められた。このように牧草鋤込

③牧草鋤込試験 ⑤生分等改善試験
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第 2図 作付中の土襄におけるNH4-Nおよび 1%拘溶P, 05の推移
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第 6表 養分等改善試験の分解調査
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みによりEhも 低下し,N H4-Nお よび P205の供給

量が増大した結果,生育量,N吸収量が入となり収量を拡

大したが,牧草鋤込量は l ton程 度が適量と認められた。

4 要素多施用試験

この上壌は第 4表のようにN施用量を増加してもはと

んど増収とならない。しかし,有効燐酸が少ないために

三要素,特に燐酸吸収係数の 5%相当量燐酸を施用した

ものおよびそれに珪カルを多施用した区を設けた。

生育は三要素多量区,=要素,珪カル多量区が良好

で,特に茎数,穂数が多かった。作付土壌中の拘溶P206

量の推移は第 2図④のとお りで,燐酸 8んθ施用のN多量

区では杓溶P203量少なく隣酸欠乏症状を呈 したが,

燐酸施用量50切 の三要素多量区は22～40″ でN多量区に

くらべて2～ 3倍多く経過し,三要素珪カル多量区はさ

らに多い傾向を示した。また,三要素多区,三要素珪カル

多量区はN多区よりもpHがわずかに高目に経過するこ

とが認められ,これらの点は後述するよ うに,当試験

地の生上を用いた室内実験でも同様の結果であった。な

お,収量についての結果は第 4表のとおりである。

5 養分等改善試験

基盤整備後 3年 目の試験地で,切上部は有効燐酸が少

ないために燐酸多量区を,ま た土壌の置換性K20,Mg

Oが極端に少ないのでK・ Mg多量区を設けた。

生育は燐酸多量区, K・ Mg多量区とも良好に経過し

た。作付土壊中の拘溶P206は第 2図⑤の如く,標準区

が活着時10″程度で少ないのに対し,P205多量区は約

30″で標準区との差は約22暉程度であり,憐酸施用量の

差とはぼ一致した。また,Ehについては,第 1図の如

く,明 らかに標準区が高く推移している。水nllの分解調

10      20      30      40

日 日 日 日

日 目 目 目

経 過 日 数 ― 一

50  55

日  日

目  日

第 3図 資材添カロによるEh,pHの変イヒ

(D試験地生±30・ Cイ ンキュベート)

査によれば第 6表のとおり燐酸多量区, K・ Mg多量区

ともに 1穂着粒数が多く,特に燐酸多量区は登熟歩合が

高くなっている。このように燐酸的療薄な切上における

燐酸多施の効果は大きいものと考えられ,また,本は場

の如くK・ Mgの少ない土壌でのK・ Mg施用 も効果が

認められた。

6 熔燐,珪カルの施用と上壌pHお よびEhの

変化 (室内実験)

先に述べた如く,D試験地の生土壌を用いて施肥量に

応じた熔燐および珪カルを添加し,湛水下,30℃ でイン

キュベーシヨンを行ない,pHお よびEhの推移を測定し

た結果が第 3図である。すなわち,熔燐および珪カルの施

用によって明らかにpHが高くなり,Ehは低下する傾向

が認められた。なお,55日 間インキュベーショ後,N H4

-Nお よび拘溶P205を測定したのが第 7表であるが,

この結果からも溶麟,■カル施用の効果が推察できる。

第 7表 熔燐,珪カル施用の土壌分析結果

対       照

熔 燐125ん,/10α 相当

カル500んノ10α 相当
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4む  す  び

基盤整備水日における切上部の低収要因の二つ とし

て,切上部はN, Pの 合有率が低く, から作付中の Eh
が高く経過するため,N,Pの供給がさらに劣ることが
指摘される。このような切上部に対する生産力拡大につ
いて検討した結果を要約すれば

,

1 切上部のN利用率向上としては深耕の実施,N
肥効の持続化には緩効性肥料も効果的である。切上部は

一般にN的清薄地が多いが,その有機物施用としては牧

草 (イ タリアンライグラスl tOn)鋤込みが有利t牧草

鋤込みは土壌中のNのみならず可給態P205の供給をも

増加する。

2 燐酸は燐酸吸収係数の5%相当量施用で効果が

大きく,さ らに珪カルの併用により可給態P206が 多く

なり,効果を増大している。

3 Kや Mgな ど,塩基に乏しい土壌では,ま ず欠

乏要素の補給が重要で,こ のような土壌での K・ Mg多
施用の効果は明らかであらた。

不 良 火 山 灰 土 壌 の 改 良 に つ い て

吉 田

山 川

1ま え が き

本県の水田耕地面積103,900た のうち,昭和39～40

年の地力保全対策調査の結果から,約 9,000ル の不良火

山灰土壌が分布していることが明らかになった。これら

の上壌においては水稲の単位収量が低く,500ん9程 度で

ある。この低収の要因としては,気象的要因のほか,上

壌的にみた場合,土壌の自然肥沃度が低く,ま た養分の

豊否すなわち置換性の石灰,苦上,カロ里および有効 りん

酸,珪酸等の合有量が劣悪状態にあることなどがあげら

れる。これらの養分状態の改善によって土壌の生産力

を,どの程度増強し得るかについて現地試験により明ら

かにしたので,その結果を報告する。

2試 験 方 法

1 試験地設置場所

本県の火山灰土壌の火山噴出源と推定される各火山系

別に第 1表に示すような試験地を設置した。

また,各試験地の土壊条件は第 2表に示すとお りで,

火山灰の浅いところで舟形試験地の40Cπ ,深いところで

上の山試験地の66帥,他はその中FBnに ある。

山辺,米沢試験地のは場は,か って燐酸多施のなされ

たは場であり,ま た各試験地は本県の沖贖土壌に比べ
,

塩基飽和度および珪酸含量は低い傾向にあるが,燐酸含

昭・ 斉 藤 三 郎

潔・ 渡 辺 竜一郎

(山 形県農試)

量はそう低 くない。

2 試験区の構成

改良目標として,燐酸吸収係数を尺度とし,燐酸吸収

係数の25%,同50%量 を熔燐 で施用,これに珪カル

(10α 当 り300ん,)を 91Hし ,また土壊の石灰飽和度は60

%を限度とし,こ れに各地域のN的生産力をも把握する

ため,無N区を設置し実施した。しかし石灰飽和度を60

%と すると珪カル施用量が大量になるため,10α 当り300

りとした。施肥Nは慣行施肥量とし,遊佐,米沢試験地

を除き,珪カル併用区は水稲の初期生育の抑制を防止す

るためN量を10%前後増した。

注 肘折火山系のうち尾花沢は浮石層を有する土壌,

舟形は浮石層を有しない土壌。

第 1表 試 験 地 の 位 置
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